
銅クラッドアルミ（CCA）ケーブル

概要

多くの多導体通信ケーブルには銅被覆アルミニウム（CCA）、銅被覆鋼、およびその他の規格外の導体が使用されています。ネットワーク機器業界では、こう

いったケーブルがカテゴリー・ケーブルとして認識されていることに対する懸念が高まっています。

これら規格外の、しばしば偽造のケーブル製品が市場に出回っていることは、それらを使用する会社に限らず、顧客のネットワーク環境にこれらを設置する

ケーブル配線業者や技術者に深刻な問題をもたらす可能性があります。

これら製品は見た目が標準のケーブルに見え、場合によっては標準ケーブルのように機能することがあるものの、ネットワークの問題や安全上の危険を生じさ

せる大きな違いが両者に存在します。

偽造ケーブルの存在は、業界で新たに浮上する問題ではなく、専門家によると、偽物あるいは規格外のケーブル製品は、何年も市場に出回っているとのことで

す。これは業界にとって、なかなか解決しない根強い問題となっています。その理由の一つに、企業の多くが安価なネットワークソリューションを探し求め、

これらケーブル製品は比較的安いということです。

これら規格外製品を特定する従来の方法では、不十分といえます。トレース可能な UL ホログラム・ラベル、UL/ETL リスティング、メーカー部品番号の確

認、またはケーブルの計量、剥離、または溶かすことによる手動検査は主観的であり、実用的ではありません。業界では、CCA やその他の規格外ケーブル製

品を効果的に識別するための新しい方法を必要としています。

フルーク・ネットワークスのテスティング・ソリューションは、このような製品を正確に識別できるものと期待されます。同社のソリューションは、偽造ケー

ブル製品をボタンのひと押しで即座に識別できるわけではないものの、フルーク・ネットワークスには、組織がより簡単に基準以下の製品を見分けられるよう

に、識別能力を向上させる確固たる意思があります。

業界で進行中の問題

CCA ケーブル製品はこの数年間市場に出回っており、これはお金を節約したい企業が、より安いケーブルを求めていることが主な原因です。アルミニウムは

銅より安価であるため、当然 CCA ケーブルも純銅製品よりも安くなります。そのため、予算が厳しいバイヤーの多くにとっては、割安なケーブル製品の方が

魅力的に見えてしまうのです。しかし彼らは、手にしているケーブルが、規格に準拠した信頼できる銅ケーブルではないことに気付いていないのかもしれませ

ん。

「卸売業者や販売業者が販売するこれらの製品をインターネットで見つけることは難しくありません」と、Communications Cable and Connectivity
Association (CCCA) の創設者でディレクターの Frank Peri 氏は述べます。CCCA は、高品質な通信ケーブル、接続機器、および関連製品について、ベストプ

ラクティスや教育情報を提供する組織です。供給業者は、規格準拠製品よりも大幅に安い価格で、規格外ケーブル製品を提供しています。規格準拠と規格外の

両方のケーブルを販売している会社もあります。Peri 氏は、業種や用途によっては、CCA が認められ、適している場合もあるが、CCA が適さない場面でこれ

を使用することが、取り上げなければならない問題であると指摘しています。

よくある問題

偽造ケーブルの市場性を数値化することは難しいが、CCA ケーブルの販売業者数は、大きな懸念となり得るほどかなりのシェアを占めていると Peri 氏は考え

ます。「巨大な通関手続地であるロングビーチ [カリフォルニア州] を擁する西海岸 [米国] で、これら製品を見かける可能性が高い」と Peri 氏は述べます。

この問題に精通する信頼できるソースによると、特定の卸売業者および販売業者により、カテゴリー 5、5e および 6 を装った約 300 キロ相当の CCA ケーブル

が、英国で毎月販売されていると、e-Ready Building Ltd の代表取締役社長および Fibreoptic Industry Association (FIA) のテクニカル・ディレクターを務める

Mike Gilmore 氏は言います。同氏は、英国、欧州、およびその他の地域において、電気通信施設およびインフラの設計、実装、および運用の標準化に関わって

います。

「これらケーブルは一般的に、データ市場ではなく、電気製品の卸売市場を通して販売されているため、問題が発生して初めてこれらケーブルの存在を知るこ
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とになります」と、Gilmore 氏は言います。

Gilmore 氏は、CCA ケーブルの需要は、ケーブル製品のコモディティ化とデータケーブル配線業界の「単純作業化」が原因と見ています。「明らかに今は、電

気工事の請負業者が、小規模なデータケーブル配線作業の多くを請け負っており、彼らは非常にコストを優先します。」「卸売業者もこれを知っており、多く

の場合、設置は「業界標準」のテスト装置で試験されないため、手遅れになるまで問題を発見できません。」

偽造ケーブルの問題に対処すべく、業界ではさまざまな取り組みが進んでいます。例えば、2013 年の 11 月には、CCCA と情報、教育、および知識評価で

もって IT システム（ITS）業界をサポートする団体の BICSI が、偽造および規格外ケーブルを阻止するための国際的な取り組みを共同で実施することを発表し

ました。

元 BICSI プレジデントの Jerry Bowman 氏は、「ITS 業界の関係者は皆、偽造/低水準製品の影響を受けている」と言います。「サプライチェーンの誰もが、購

入または設置する製品が安全および品質の基準や規制に準拠するように注意義務を果たさなければなりません」と、Bowman 氏は言います。「偽造製品を使用

すると、性能問題が発生するだけでなく、職場の安全が脅かされ、消費者が危険にさらされます」

CCCA は、消費者が騙されて偽造あるいは宣伝される基準を満たないケーブル製品を購入しないようするため、ITS の消費者や米国警察当局の教育においてか

なりの進展を遂げてきたと、Bowman 氏は付け加えます。Bowman 氏いわく、CCCA の業務は BICSI の定款とは異なるものの、CCCA 会員のケーブル製造業

者や販売業者は、これら品質問題と安全問題の業界監視役を果たすために団結しているとのことです。

Peri 氏は、CCCA と BICSI のリーダーシップが一丸となり、業界を世界規模で脅かし、公共の安全に危険を及ぼす偽造ケーブルを排除すべく、国際取締機関

を教育していることは、「素晴らしき模範」と呼んでいます。

Peri 氏は、次のように述べています。「銅クラッドアルミ製品が、事実と反しているにもかかわらず、北米において、低圧通信の規格・基準の適合製品として

販売されていることは非常に不幸なことです。これらケーブルが、パワー・オーバー・イーサネット機器で使用される場合には、特に問題です。これらのケー

ブルは基準を満たしていないため、カテゴリー・ケーブルと呼ぶべきではありません」。米国電気工事規程、UL 444、CSA 22.2、TIA 568C.2、および

ISO/IEC 11801 第 2.2 版などの規格では、多導体通信ケーブルに純銅導体を用いることを義務付けています。

CCCA によると、CCA 導体で作られたケーブルは、米国電気工事規程（NEC）の安全基準を満たしておらず、CM、CMG、CMX、CMR、または CMP 定格の

ケーブルが必要とされる建物内に合法的に設置できません。この種のケーブルを設置することでもたらされる結果は、ネットワーク性能の低下と安全上の潜在

的危険性です。

場合によっては、偽造ケーブルの設置は法的リスクを伴うこともあります。CCCA は、『Potential Liability for Contractors Installing or Manufacturers
Marketing Falsely Labeled Copper Clad Aluminum Cable』（工事請負業者および製造業者による虚偽の表示が付けられた銅クラッドアルミケーブルの設置ま

たは販売の潜在的責任）と題されたホワイトペーパーを公開しています。同書は、米国電気工事規程（NEC）で明らかに認められていない通信ケーブルを使用

することによって設置業者が負う法的リスクについて、業界を教育することを目的としています。

CCCA の調査によると、請負業者の多くが、CCA 導体で作られたカテゴリー 5e または 6 としてマークされたケーブルを、NEC の耐火基準を満たす必要があ

る領域に合法的に設置できないことを知らないようです。CCCA によると、米国のすべての州および地方自治体の法に事実上組み込まれている米国電気工事規

程は、建物、住居、およびその他の構造物に設置されるケーブルの要件を定めています。CCA 導体で作られた多導体通信ケーブルを、壁の裏側や閉ざされた

空間に設置することは、米国内のあらゆる管轄区域の条例違反となる可能性が高いそうです。管轄区域によっては、建築基準法の違反は、多額の罰金または懲

役刑をの対象となります。

これらケーブルのもう一つの問題は、直流抵抗の増加により、PoE 用途をサポートしていないことです。純アルミケーブルは、同じ直径の銅ケーブルよりも抵

抗が 55% 大きいのです。抵抗が大きいということは、ケーブルの発熱量が大きくなり、電源供給デバイスに提供される電圧が低くなることを意味します。規

格に適合した純メタル線ケーブルの場合、ケーブルを束ねた時の抵抗熱を考慮し、高電流アプリケーションにおいては周辺温度仕様が低く設定されています。

また、ケーブルの物理特性を判断する方法が限られていることも問題です。アルミニウムが存在する証拠となる重量、そしてケーブルの電気的性能を確認する

ことで、CCA ケーブルをある程度正確に識別できますが、それでも絶対確実な方法とは言えません。たとえば、現在策定中の規格には、類似する要件を持つ

ものもあります。IEEE 規格 802.3 の条項 33.1.4.1 には、「タイプ 2 の運用では、すべてのケーブル・ペアに電圧が印加される場合はケーブルの最高周囲動作

温度を 10 °C 低くしなければならない」という要件が盛り込まれています。しかしこれは、発熱量が大きい CCA ケーブルを考慮していません。

CCA ケーブルの識別方法

偽造ケーブル製品を見破るには、いくつかの方法があります。CCA ケーブルかどうかを判断するには、まずラベル表記を確認します。Inspection should be
made for a reference to UL, ETL or a holographic label on the packaging or a cable part number that isn't listed on the UL or Intertek website. 一つは、ケーブル

ボックスの重さを量ることで CCA ケーブルの存在を検査する方法です。アルミニウムは銅よりも軽いため、CCA ケーブルのボックスは純銅のケーブルボック

スよりもかなり軽くなる傾向があります。

一方で、CCA ケーブルベンダーはこれを知っているため、純銅ケーブルのように重く感じさせる目的で、「重り」がケーブルボックスに入れられているとい

う設置業者からの報告もあります。さらに、純銅ケーブルの重さとあまり変わらない CCA の重いバージョンも登場しています。
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「ボックスの重さを量る方法は、絶対確実ではありません」と、Peri 氏は言います。CCA を識別するより効果的な方法は、ケーブルを切り取って導体を露出

させ、ナイフを使って銅の被覆層を削り取ることです。中に銀色が見えれば、アルミの存在を意味します。

偽造の疑いがあるケーブルが新しければ、削り取る方法が有効と言えます。しかし、すでに建物内にケーブルが設置され、会社がその性能に満足していない場

合、ケーブルを切り取るのは容易ではなく、ほとんどの会社にとっては、望ましい手段ではないでしょう。ライターで導体を溶かして確認する業者もいます

が、これは安全上問題があり、実用的ではありません。

銅被覆アルミニウム・ケーブルを識別する別の方法はケーブル・テストです。一見したところ、解決策は明白です。直流抵抗を現場試験の要件にし、長さに基

づいてリミット値を割り当てることです。実際、長さの測定に伴う不確実性により、規格に準拠したリンクが故障する可能性が高まります。現場のデータによ

ると、長さを問わず、CCA ケーブルは直流抵抗アンバランスのテストに合格しません。このパラメータは、ANSI/TIA と ISO/IEC の両ケーブル規格に加え、

IEEE 規格でも見つけることができます。

これは、フルーク・ネットワークスの Versiv DSX CableAnalyzer があれば測定できます。このテストを行うことで、カテゴリー 8 およびクラス I/II を含む高度

なメタル線認証テストの効率が向上します。フルーク・ネットワークスは、CCA ケーブルの直流抵抗アンバランスをテストし、直流抵抗アンバランスが仕様
を満たしていないことを確認しました。

抵抗不均衡測定により、ペアとなる両ワイヤーの抵抗が同じであることが実証されています。つまり PoE 用途において、同じ電流量が流れることを意味しま

す。上記の例でお分かりになる通り、ペア線で測定されるループ抵抗に基づいて、各ペアの抵抗不均衡のリミット値が計算されます。

ANSI/TIA 1152 のフィールド・テスト規格には、直流抵抗アンバランスが盛り込まれました。リミット値は ANSI/TIA -568-C.2 で規定されています。これは認

証の必須要件ではありませんが、DSX ケーブルアナライザーなどの優れたケーブル・テスターを使えば、簡単にテストに含めることができます。しかし、こ

れには問題点があります。ISO/IEC 11801 第 2.2 版は、チャネルおよびパーマネント・リンクの直流抵抗アンバランスのテスト・リミット値を規定しています

が、ANSI/TIA-568-C.2 ではチャネルのテスト・リミット値しか規定されていません。

DSX CableAnalyzer のテスト・リミット名

直流抵抗不均衡 (Ω)

チャネル パーマネント・リンク

TIA Cat 5e パーマネントリンク (+PoE) >0.20 あるいは 3.0% –

TIA Cat 6 パーマネントリンク (+PoE) 0.20 または 3.0% –

TIA Cat 6A パーマネントリンク (+PoE) 0.20 または 3.0% –

ISO11801 PL クラス D (+PoE) 0.20 または 3.0% 0.15 または 3.0%

ISO11801 PL クラス E (+PoE) 0.20 または 3.0% 0.15 または 3.0%

ISO11801 PL2 クラス Ea (+PoE) 0.20 または 3.0% 0.15 または 3.0%

買い手はご用心

偽造ケーブルの存在と CCA を識別する方法を業界に知れ渡らせる取り組みにもかかわらず、依然としてネットワークケーブル市場における深刻な問題として
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残っています。

潜在的に重大な問題や法的な影響を避けるため、企業は予算に関係なく、信頼できる標準ケーブル製品を使用することが大切となります。予算を守るために、

安価なケーブルを購入・設置する衝動は、非常に大きいと言えます。また、今日のケーブル・テストのニーズを満たさない古いテスターを使用したい気持ちも

わかります。しかし、これは実際は「節約にならない」典型的なケースと言えます。

規格外製品の設置は「廉価」であるため、通常の慣行で求められる試験が行われないことがよくあると、Gilmore 氏は語ります。「ケーブル設置が完了してか

ら数週間が経過し、一番最初に気付く点は大抵、接続の信頼性問題です。」

フルーク・ネットワークスは、この問題を解決する唯一かつ全網羅的なソリューションが今日存在していなことを理解したうえで、直流ループ抵抗に焦点を当

てた長さに依存するパラメータを既存規格の要件として実際に呼び出す試験体制の開発に取り組んでいます。

「欧州において、私は 10 年前にケーブルの国際規格および欧州規格に盛り込まれた長さ依存のリミット値の存在について、設置業者とそのクライアントに啓

蒙し続けてきました」と、Gilmore 氏は言います。「このため、フルーク・ネットワークスの現在の取り組みに非常に満足しています」

抵抗アンバランスを測定することで、最新のパワー・オーバー・イーサネット（PoE）アプリケーション向け配線の性能を確認し、規格外ケーブルを識別する

ことができます。

フルーク・ネットワークスについて
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フルーク・ネットワークスについて

フルーク・ネットワークスは、優れた認証/トラブルシューティング/インストレーション･ツールを提供する世界大手企業で

す。当社の製品は、重要なネットワーク・ケーブル配線インフラを設置・保守する技術者を対象にしています。弊社は、信頼性

と比類ない能力において高い評価をいただいております。最先端のデータセンターの設置から悪天候のサービス復旧作業に至る

まで、すべての作業を効率的に行います。当社の主力製品には、クラウド接続を利用した世界最先端の革新的ケーブル認証ソ

リューション、LinkWare™ Live が含まれ、これまでに 1400 万件以上の結果がアップロードされています。

1-800-283-5853 (US & Canada)
1-425-446-5500 (米国外)
http://www.flukenetworks.com
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